水準網平均計算（観測方程式）
３種類の水準網平均計算を行います。
この水準網平均計算は、観測方程式で解いています。したがって網の型、観測方向等の制限がありません。
測量現場にあった自由な水準網の選点ができます。
（社）日本測量協会　　　　検定　　水準網平均計算（観測方程式）  第１２－０１４号　　平成１３年　３月　６日
国土交通省国土地理院　登録　　水準網平均計算（観測方程式） 　第１３・Ｃ－１号　　平成１３年　３月２８日
仕様
　　＊　観測成果表作成から観測データ作成、点検計算、平均計算、成果表の作成及び精度管理表の作成までを行います。
　　＊　計算の範囲　――　基本測量・公共測量作業規程 １～４級水準測量及び簡易水準測量に適用
　　＊ 計算の種類
　　　　　　　　① 平均計算のみ　　　　　　　　　　 　　　 ：　３級水準測量以下
　　　　　　　　② 標尺・楕円補正付き平均計算 　 　　 ：　１・２級水準測量
　　　　　　　　③ 標尺・楕円・変動補正付き平均計算  ：　１級水準測量
　　＊　計算の制限
　　　　　　　　既知点数 　 　　――   100点以内
　　　　　　　　交点数    　　　――   500点以内
　　　　　　　　路線数        ――  2000路線以内
　　　　　　　　１路線の鎖部数 ――   200鎖部以内
　　　　　　　　観測者数      ――    50名以内
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――　水準測量手簿を作成します。
――　観測成果表を作成します。
――　観測データを作成します。
――　観測データのチェックを行います。
――　水準網の点検計算を行います。
――　水準網の平均計算を行います。
――　成果表を作成します。
――　精度管理表を作成します。
――　計算結果の表示・出力を行います。
――　水準網平均計算の終了

１．水準測量手簿の作成
3級水準測量以下の観測手簿を作成します。

Ｅｘｃｅｌ ワークシートで作成します。
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――　新規に水準測量手簿を作成します。　既存の水準測量手簿は失われ
ます。

――　既存の水準測量手簿を編集・出力します。
観測手簿 記入例
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　　手書き観測手簿　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｅｘｃｅｌ ワークシート手簿
　　＊ 観測手簿を書き直すことは本来あってはいけないことですが、多くのユーザーが希望されたので記載いたしました。　　扱いには十分気をつけてください。

水準測量 平均図及び点検路線図　　　　　　　　　　　　　　　　緯　度
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 40°10′
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　　　　　　　　　　　　　　　　40°05′
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40°02′
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40°00′
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                                                          　　　    (1)   ―→  : 観測路線

                                                           　　　   [１]   ―→  : 点検計算路線

２．観測成果表の作成
観測手簿をもとに観測成果表の作成を行います。

Ｅｘｃｅｌ ワークシートで作成します。

入力されたデータは観測データ作成に使用できます。
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――　新規に観測成果表を作成します。　既存の観測成果表は失われます。

――　既存の観測成果表を編集・出力します。
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４位　―――　１級水準測量の観測成果表を作成します。
３位　―――　２級水準測量以下の観測成果表を作成します。

観測成果表の編集

　　　下記の作成要領に沿って観測データを入力します。

観測成果表の出力

・ 提出用の観測成果表は、緯度・旧観測日・旧高低差を「非表示」にして出力してください。

・ チェックリストを出力する場合は「表示」にして出力してください。
　観測成果表 作成要領
・観測の区間　――――――　自：地名　～　至：地名
・観測路線番号　―――――　自：路線　～　至：路線

・観測者　――――――――　各鎖部ごと（全角５文字以内）　　　※ 全角１文字は半角２文字分
　　　・所在地　――――――――　水準点の所在地

　　　・測器・標尺番号　――――　 測器種類・番号、標尺種類・番号、標尺尺定数・標尺温度補正係数
　　　・観測月日　―――――――　最初に観測年（西暦）、各鎖部ごとに月日（月．日）
　　　・路線番号　―――――――　半角６文字（全角３文字）以内

　　　・水準点番号　――――――　半角１０文字（全角５文字）以内
　　　・距　離　――――――――　 ｋｍ単位（小数３位）
　　　・往復測点数　――――――　往路測点数＋復路測点数
　　　・水準差一回・二回　―――　 路線進行方向に対して一回（往路の比高）、二回（復路の比高）

　　　・温　度　――――――――　往路・復路の平均温度（３級水準測量以下不要）

　　　・標尺補正数　――――――　１級0.1㎜、２級1㎜単位（３級水準測量以下不要）

　　　・観測の高低差　―――――　(一回－二回)×0.5+標尺補正数　      ※ 計算式を組み込んでいます。
　　　・緯　度　――――――――　（00°00.0′）楕円補正計算に使用  　　※ 観測成果表には表示しない。

　　　・旧観測日　―――――――　（西暦年・月日）基準日補正計算に使用 ※ 観測成果表には表示しない。

　　　・旧高低差　―――――――　基準日補正計算に使用　　　　　　　 　 　※ 観測成果表には表示しない。

　　　・観測の標高　――――――　前点標高＋観測の高低差　           ※ 計算式を組み込んでいます。
　　　・補正数　――――――――　観測成果表上で平均計算をしたときのみ記入します。

・平均計算結果　―――――　平均計算簿をもとに記入します。

・備　考　――――――――　 既知点の平均年度を記入します。

                                   ボタンをクリックすると表示・非表示が切り替わります。
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必要な枚数だけコピー追加してください。
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観測成果表 出力例
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観測成果表より観測データファイルの作成

　　　本ソフトが準備した観測成果表（Ｅｘｃｅｌ ワークシート）を利用して観測成果表を作成された場合、後に作成する観測データの入力に利用できます。

観測成果表で入力したデータを再度観測データとして入力するのは２度手間で不正確であります。

　下記に観測成果表より観測データファイルの作成方法を説明いたします。作成された観測データは、多少の
修正はありますが利用すると便利です。

・Ｅｘｃｅｌ ワークシートで観測成果表が作成できましたら１度閉じて編集作業を終了します。

・再度「編集・出力」で観測成果表を開きます。

・「ファイル」「名前を付けて保存」でダイアログを表示します。

・保存先が現場フォルダ「C：￥測量￥測量現場￥現場名￥」であることをたしかめて

・「ファイルの種類」より「CSV(カンマ区切り)(*.csv）」を選択します。

・ファイル名を入力して「保存」します。
・「観測成果表.xls」を閉じます。
・CSVファイルが作成されました。
　＊ 緯度・旧観測日・旧高低差は、表示／非表示のどちらでもかまいません。

　＊ 作成されたCSVファイルは、次項で説明する「観測データ作成」の時に利用します。
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３．観測データ作成　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
新規作成　――　既存の観測データが書き換えられます。

追加作成　――　既存の観測データに追加されます。

観測データ入力

入力データの種類
　　　　　① 標尺・楕円補正無し（高低差のみ）
　　　　　② 標尺・楕円補正有り
　　　　　③ 標尺・楕円・変動補正有り
　　　　　既知点データ、交点データは共通　　観測データは、①②③に分かれます。
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タブ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タブをクリックすると入力ボードが変わります。
観測の基準日の入力　　観測データ③に必要です。
　　地盤沈下等の水準測量は、観測している際も変動しています。　観測値の統一をするため、観測の基準日を
　　設けてその日に全ての観測が行われたように補正計算を行います。
　　　　基準日の入力例　（ １９９７年８月６日 → １９９７．０８０６ ）
＊ 観測データ①②で入力する場合は、観測の基準日は入力しないでください。
既知点データ入力
　　　・　測点名　――　半角１０文字（全角５文字）以内
　　　・　標　高  ――　成果表の値を入力します。
　　　・　緯　度  ――　（　３５°４．６′→　３５０４．６　）　　　　観測データ②③に必要です。
分の小数点以下は１０進数
　　全て入力したら「書き込み」でデータファイルへ書き込みます。　（タブごとに「書き込み」してください。）
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交点データ入力
　　　・　測点名　　――　半角１０文字（全角５文字）以内
　　　・　仮定標高 ――　観測成果表の仮定標高を入力します。　　観測データ① を入力する場合、省略可
　　　・　緯　度   ――　（　３５°４．６′→　３５０４．６　）　　　　　　　観測データ②③に必要です。
分の小数点以下は１０進数
　　＊ 開放路線の末端点は交点扱いにしてください。

　　＊ 交点がない場合は「空書き込み」してください。

　　全て入力したら「書き込み」でデータファイルへ書き込みます。
観測データの入力
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観測成果表よりＣＳＶデータファイルが作成されている場合、左記ボタンより

ＣＳＶデータファイルを指定してください。　観測データが一括作成されます。
①②③にあるどのボタンでも同じです。　以下、観測データの入力が不要です。
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観測データ①の入力
　　　・　路線名　　――　半角６文字（全角３文字）以内

　（文字列中に半角数値が含まれている場合、自動カウントします。）
　　　・　測点名　　――　半角１０文字（全角５文字）以内
　　　・　距　離　  ――　次の測点までの距離（㎞）
　　　・　高低差（１）　―　次の測点までの比高（往の値）
　　　・　高低差（２）　―　次の測点までの比高（復の値）　＊符号は高低差（１）と同じ
　　　・　観測者   ――　全角５文字以内　　「コピー＆ペースト」が可能です。
　　最後に閉塞点（終点）を入力します。　　　　　　　 　＊ 路線　：　既知点 から 既知点
　　路線ごとに「書き込み」してください。　　　　　　　　　　　　　 　　　既知点 から 交点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　交点　 から 交点
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　  交点   から 既知点　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　 　　　　　　　　　   
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観測データ②の入力
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ＣＳＶデータファイルより一括作成
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　変曲点

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　・　路線名　 　――　半角６文字（全角３文字）以内

　（文字列中に半角数値が含まれている場合、自動カウントします。）
　　　・　測点名　　 ――　半角１０文字（全角５文字）以内
　　　・　距　離　   ――　次の測点までの距離（㎞）
　　　・　高低差（１） 　―　次の測点までの比高（往の値）
　　　・　高低差（２）　 ―　次の測点までの比高（復の値）　＊符号は高低差（１）と同じ
　　　・　標　尺    ――　次の測点までの比高に対する標尺補正量（㎜）
　　　・　緯　度    ――　変曲点のみ入力します。（起・終点は、既知点・交点データで入力済み）
　　　・　観測者   ――　全角５文字以内　　「コピー＆ペースト」が可能です。
　　最後に閉塞点（終点）を入力します。
　　路線ごとに「書き込み」してください。　　　　　　　　＊ 変曲点　：　路線の中で緯度、標高が著しく変化する点
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観測データ③の入力
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ＣＳＶデータファイルより一括作成
　　　・　路線名　　 ――　半角６文字（全角３文字）以内
　（文字列中に半角数値が含まれている場合、自動カウントします。）
　　　・　観測日　　 ――　次の測点までに観測をした日　（ １９９７年８月６日 → １９９７．０８０６ ）
　　　・　測点名　 　――　半角１０文字（全角５文字）以内
　　　・　距　離　   ――　次の測点までの距離（㎞）
　　　・　高低差（１）　 ―　次の測点までの比高（往の値）
　　　・　高低差（２） 　―　次の測点までの比高（復の値）　＊　符号は高低差（１）と同じ
　　　・　標　尺    ――　次の測点までの比高に対する標尺補正量（㎜）
　　　・　緯　度    ――　変曲点のみ入力します。（起終点は、既知点、交点データで入力済み）
　　　・　旧観測日 ――　前回観測した観測日
　　　・　旧高低差 ――　前回観測した高低差
　　　・　観測者   ――　全角５文字以内　　「コピー＆ペースト」が可能です。
＊ 点が亡失してその付近に新点を設置した場合
新点の変動量は最寄りの点の変動率を用いて別計算をいたします。
入力データは、「旧観測日= 0.0」及び「旧成果の比高= 新点の変動量」とします。
サンプルデータ（Level_Data.dat）４路線を参照
＊ 新点を設けずそのまま通過した場合
「旧観測日=通過分の平均旧観測日」及び「旧成果の比高= 通過分の旧比高の合計」とします。
　　最後に閉塞点（終点）を入力します。
　　路線ごとに「書き込み」してください。
　　全路線入力したら、「終了」で入力を終了します。

観測データの修正・出力

　　入力した観測データを修正・出力します。

　　特に「観測成果表」より一括作成されたデータは、観測成果表で路線が２ページにまたがった場合、不要な行ができてしまいますので削除してください。
　　＊ 突き出し路線（オープン路線）を含んだ網の同時処理
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　　　　　　　（６）・（８）路線のKO 3及びKO 4は交点ではありませんが、突き出し路線の末端の測点を交点扱い
することにより同時に処理することができます。（観測方程式の利点）
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４. 観測データのチェック
＊計算（入力）の制限を越えていないか

＊路線の起・終点は既知点又は交点になっているか
＊路線の節点に既知点又は交点が入っていないか

＊観測データの整理

等を行います。

点検計算を行う前に必ず実行してください。
５. 点検計算
点検計算は、水準環の閉合差及び既知点から既知点までの閉合差を計算し観測値の点検を行います。

　　　　点検計算結果は精度管理表に反映されます。
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　　点検路線の決め方（公共測量作業規程）
　　　　１．点検路線は、既知点と既知点を結合させる。
　　　　　２．点検路線は、なるべく短いこと。
　　　　　３．全ての既知点は、１つ以上の点検路線で結合させる。
　　　　　４．全ての単位水準環は、路線の一部を点検路線と重複させる。
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データ作成

　　　路線の等級　――　１～４級水準測量及び簡易水準測量
　　　点検路線番号　―　整数 （自動カウントします。）
　　　路線の種類　――　・ 結合路線
　　　　　　　　　　　　  　　・ 環閉合路線
　　　全路線の路線番号をクリックすると、入力データのリストボックスに

表示されます。
　　　点検路線ごとに「書き込み」してください。
　　　　全て入力したら「終了」
[image: image33.png]


点検計算開始
　　　計算結果が表示されます。
　　　　　　制限以内　　　　=　◯　
　　　　　　制限オーバー　=　×
＊．点検計算、高低差・補正量の表示について

                                    １級水準測量 点検計算

     2 点検路線

   　　　　   　    　   　           　 　     観　測   標　尺   楕　円   基準日

   路線名     自  ―→   至           距 離     高低差   補正量   補正量   補正量     高低差

                                       ㎞        m         mm       mm       mm        m

   3          4          7            5.600    -0.1814    0.0      0.0     -1.3      -0.1827

   2          7          4            2.000     0.1811    0.0      0.0      1.5       0.1826

  -------------------------------------------------------------------------------------------

              4          4            7.600    -0.0003    0.0      0.0      0.1      -0.0002

                                                                      既知高低差 =    0.0000

                                                                      　　閉合差 =   -0.0002

                                                                      　　許容値 =   (0.0055)
水準網平均計算ではPCの最大能力（フル桁=約14桁）で計算しています。

フル桁計算結果を表示桁にあわせて四捨五入表示しています。
従いまして、高低差の表示と補正量の表示が±0.1㎜整合しない場合があります。
　　観測高低差 ＝（比高1 + 比高2）/ 2

　　　　高低差 ＝（比高1 + 比高2）/ 2 + 標尺 + 楕円 + 変動
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６. 平均計算
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　　路線の等級　――　１～４級水準測量及び簡易水準測量
　　計算する桁数　―　小数第３位、小数第４位
　　計算年月日　――　今日の日付が表示されます。　　　変更可
　　計算開始　――　計算途中で単位重量の標準偏差を表示し、計算の続行を聞いてきます。
　　制限以内　　　　=　◯　
　　制限オーバー　=　×
　　計算終了　――　計算が正常終了しますと、計算結果が表示されます。
　　　　　　　　　　　　　標準偏差、閉合差が制限以内にあるか確認してください。
　「 注意 」  変動補正計算で、地盤沈下成果表の為の旧成果データ作成方法
１．観測データの観測の基準日を 0.0 にする。
２．計算開始　→　終了すると、現場フォルダに新成果ファイル [ Level_Seika_New.dat] が作成

されます。
３．新成果ファイル名を [ Level_Seika_Old.dat] に変え、旧成果ファイルとする。
４．旧成果ファイルを開いて、旧成果表の値に修正する。
・ 0.0000年 成果 → 旧成果の年度（西暦）に修正する。
・ 亡失等で旧成果と比較できない場合は、標高　= 0.0　とする。
５．観測データの観測の基準日を「元」に戻す。
６．再計算開始
　　　　　：
　　　　　：
＊．平均計算、高低差・補正量の表示について

入力データ

8,   1,路線

9,  観測日   測点名      距 離     比高 1     比高 2    標尺  緯  度   旧観測日     旧比高  観測者

10,1971.0310, 1      ,   0.700,   -0.6138,   -0.6108,   0.1,       , 1971.0128,   -0.6150, 田中高司  ,

11,1971.0311, 2      ,   1.300,    0.2810,    0.2860,   0.2,       , 1971.0128,    0.2850, 田中高司  ,

12,1971.0321, 3      ,   0.600,    0.7246,    0.7266,  -0.3,       , 1971.0129,    0.7290, 田中高司  ,

13,         , 4      ,        ,          ,          ,      ,       ,          ,          ,          ,
平均計算結果

                                     平   均   標   高   計   算

            路線名：1                               ( 1          ) ―→ ( 4          )

            水準点名        距  離       高低差      補正量       平均標高     水準点名

                              km          m           m              m

             1                                                  1 000.0000     1         

                             0.700      -0.6109     -0.0002

             2                                                    999.3888     2         

                             1.300       0.2878     -0.0004

             3                                                    999.6762     3         

                             0.600       0.7285     -0.0002

             4                                                  1 000.4045     4         

             合 計           2.600       0.4054     -0.0009
水準網平均計算ではPCの最大能力（フル桁=約14桁）で計算しています。

フル桁計算結果を表示桁にあわせて四捨五入表示しています。
従いまして、高低差の表示と補正量の表示が平均標高の表示と±0.1㎜整合しない場合があります。
　　高低差 ＝（比高1 + 比高2）/ 2 + 標尺 + 楕円 + 変動
　　補正量 ＝（起点平均標高 –終点平均標高 - 高低差）/ 距離合計 * 区間距離
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７．平均成果表の作成

――　水準点属性データの作成を行います。
――　水準点属性データの修正・出力を行います。
――　平均成果表を作成します。
――　水準点平均成果数値データファイルを作成します。
――　平均成果表の終了。

　　７．１ 水準点属性データ作成

水準点の等級、座標値等の属性データを

作成します。

・ 点名称   ――　半角１０文字以内（全角５文字以内）　　　　　　 　　              　　　変更不可
・ 等級　    ――　11～14：一等～四等、21～24：１級～４級、25：簡易

・ ＸＹ座標  ――　少数第３位　　　　　　　　　　　　　　　　　  　     　　            　　　省略可

・ 座標系   ――　平面直角座標系番号    　　　　　　　　　　　　　　　ＸＹ座標省略時には省略可

　　　　　　　＊データフォームのセルは、「コピー＆ペースト」が可能です。
・ フォーム下のコンボボックス　――　全点の等級を変更します。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　   全点を一番多い種類に変更して、違う種類のみそれぞれのコンボボックスで

修正してください。

全て入力したら「書き込み」でデータファイルへ書き込まれます。

　　７．2 属性データ修正・出力

入力した水準点属性データの修正・出力を行います。
　　７．３ 平均成果表の作成

作成する前に次のメッセージが表示されます。
編集済みの平均成果表がある場合は、ファイル名を変えて

　　　　　　保存しておいてください。


　　７．４ 成果数値データファイル作成
水準成果数値データファイルを作成します。
　　　　　　　作成ファイル名 ： 水準成果数値データ．ｔｘｔ
　　　　　　　　　　 作成区分 ： 新規、改測

　　　　　　     　作業年度 ： 作業年度を入力します。

　　　　　　　   水準点区分 ： １級水準点

２級水準点

３級水準点

４級水準点

簡易水準点
　一般に新点のみを作成します。
既知点も作成する場合、チェックを入れてください。
　　　　　　　「作成開始」で作成されます。

　　　　　　　「作成ファイル表示」で作成されたファイルの内容が表示されます。

・ 作業区分 ――　新設、改測、改算による座標変換、改測による座標変換等　　入力可 　   省略可
・ ﾌｫｰﾏｯﾄ識別 ―　１：厳密網、２：簡易網、３：水準平均成果、４：水準観測成果

・ ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ  ――　０２．００（固定）

・ 業務ﾀｲﾄﾙ ――　業務名（作業名）                                                省略可

・ 成果の種類 ―　００００年度平均成果、００００年度観測成果

・ 点番号 　――　既知点 ： 10000000001番～　、　新点 ： 00000000001番～

・ 点名称　  ――　半角１０文字以内（全角５文字以内）

・ 経緯度　  ――　秒以下少数第４位　　　　　　　　　　　　　                              省略可

・ ＸＹ座標  ――　少数第３位　　　　　　　　　　　　　                                    省略可

・ 座標系　  ――　整数２桁　　　　　　　　　　  　　　                                    省略可

・ 平均標高  ――　少数第４位

・ 等級　　　  ――　１１～１４：一等～四等、２１～２４：１級～４級、２５：簡易

Z00 , 作業区分 , フォーマット識別子 , バージョン ,
Z01 , 業務タイトル ,

Z03 , 成果の種類, 

S00 , データ開始

S01 , 点番号 , 点名称 , 緯度 , 経度 , Ｘ座標 , Ｙ座標 , 座標系 , 平均標高 , 等級 ,

　　　　：

　　　　：

S01 , 点番号 , 点名称 , 緯度 , 経度 , Ｘ座標 , Ｙ座標 , 座標系 , 平均標高 , 等級 ,

A99 , データ終了

出力例

Z00,新設,3,02.00,

Z01,測量計算ソフトCALXsurvey開発,

Z03,2012年度平均成果,

S00,

S01,10000000001,1,,,-123456.789,-98765.432,8,1000.0000,11, 　　　　　　　一般に既知点は作成しない
S01,00000000001,2,,,-122444.555,-96555.444,8,999.3888,21,

S01,00000000002,3,,,,,,999.6762,21,　　　　　　　　　　　　　　　　　座標値省略例
S01,00000000003,4,,,,,,1000.4045,21,

：
：
S01,00000000014,15,,,,,,1000.4250,21,

S01,00000000015,16,,,,,,999.8629,21,

S99,
８．精度管理表の作成
　　　作成する前に次のメッセージが表示されます。
　　　編集済みの精度管理表がある場合は、ファイル名を変えて

　　　保存しておいてください。

· 一般に、3級水準測量以下の測量では「観測者毎標準偏差」以降が空欄になります。

記入の必要があれば平均計算簿を参照して追加入力してください。

９．各種結果表示・出力
　　　水準網平均計算で計算された全ての結果を表示・出力します。
9-1．レベルの点検調整

　　　　　　レベルの点検調整簿をｐｄｆで出力します。

9-２．水準測量手簿
　　　　　　3級水準測量以下の手書き観測手簿を出力します。

9-３．水準測量観測成果表
　　　　　　エクセルシートの観測成果表を編集・出力します。

9-８．水準測量平均成果表

　　　　　　＊ 水準測量平均成果表「出力」上の注意

　　　　　　　　　(1).地区名は空欄になっていますので追加入力してください。

　　　　　　　　　(2).既知点の備考欄に「○○年度平均成果」を追加入力してください。
　　　　　　　　　(3).印刷の行の間隔を「通常間隔」にしてください。

　　　9-９．地盤沈下調査水準測量成果表

　　　　　　＊ 地盤沈下調査水準測量成果表「出力」上の注意

　　　　　　　　　(1).地区名は空欄になっていますので追加入力してください。

　　　　　　　　　(2).既知点の備考欄に「○○年度平均成果」を追加入力してください。
　　　　　　　　　(3).印刷の行の間隔を「通常間隔」にしてください。

　　　9-１１．水準測量精度管理表

　　　　　　＊ 水準測量精度管理表「出力」上の注意

　　　　　　　　　(1).プリント設定で、印刷の向きを「A4横」にしてください。

　　　　　　　　　(2).印刷のﾎﾟｲﾝﾄ・ｻｲｽﾞを「８」にしてください。
　　　　　　　　　(3).測点に全角が含まれる場合、罫線がズレますので修正ください。
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